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会員の皆さまへ

理事長 米 山 文 明

薄暑の候、会員の皆様にすまますますご壮健に

ご活躍のこととお慶び申しあげます。

本学会も恒例の春のrll会 と総会を終え、義行

部も総会のご認証をいただきましたので、新し

い決意で出発しようとしております。新役員を

どうぞよろしくご指導いただけますようお願い

いたします。はじめから私事で番繕ですが、私

14■在任期間も長くなり、年令も考慮してそろそ

ろ本来の姿に戻し、声楽家の方にバ トンタッチ

する覚悟をほぼ 99パーセント固めておりまし

た。新年度理事会でも理事長任期を会Allで決め

よとの意見もありましたし、理事長推薦理事が

多すぎるとか、理事の停年制をつくれとか、理

事の選出方法 (選挙方式)など、いろいろな意

見がありました。私もいくつかの提案を持って

いますが、ここでは触れません。

いずれにせよ、学会の発展、会員の増強など

会員の皆様からのご意見をいただき、十分検討

する時期が来ているのかもしれません。

前期を振り返つてみますと、予難しない出来

事がいくつかありました。ことに例会の会場で

あった東京芸大校舎が 2年越しの大改装のため

使用不能になり、しかも予想外に長期にわたり、

例会直前まで使用決定不明の状態でした。交通

の優や会場費用の増加その他直接、聞接に会員の

皆様にご迷惑をおかけし、申しわけありませんで

した。芸大の工事はいまだにいつ終わるか不透明

の自です。また懸案でした 40年史も編集委員会議

氏の大変なご努力で、会員の皆様に経済的ご負担

をいただかずに刊行できました。有料にするか無

料にする 藻ヽ しいところでしたが。

教育部会の委員の方々も、表面には出ない部分

ですが、事務的な雑務や交通、通信その他時間的、

経済的にご負担をおかけし、感謝にたえません。

積み残しの事項として「用語委員会聾の活動が

ほとんど機能せず、また「教育部会」の具体的実

践計画から実行への段取りも未解決です。

まだ私案レベルですが、(1)委員会制度の拡大、

充実とその活用方法。("一般会員への大幅な参加

要請などを考えています。特に用語委員会と教育

部 F電委員会に。その理 li3と しては①理事会のみで

の活動に:ま時間的、人材的にかなり制約があるこ

と。②事項によつては、会員から、あるいは必要

に応じて会員以外の専門家にも参如していただく

必要もありえます。③新しく参加していただく会

員の活動舞何によつては、その会員の学会への貢

献度が他の会員にも分かつていただけるメリット

もあると思います。④次の時代の学会を担うべき

有能な人材も育つてくるでしょう。

以上の考えから、今後会員のFE・様に直接、個人

的なご依頼をすることが出てくるかもしれません

が、ぜひともご協力いただけますようお願いいた

します。

最近、研究発表の数が次第に増えつつあります。

会員の増強とともに研究発表の増加により、学会

がますます充実、発展していくことを念じており

ます。

どうぞ今期も新執行部に温かいご援助とご鞭撻

をお願いいたし、あわせて会員の皆様のご健康と

ご活躍を祈り上げます。
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●平成 19年度開催予定の会●

・8月 20日 (月 )～ 21日 (火) 夏季研修会
於 日本福音ルーテル東京教会 (新大久保)

別添の「夏季研修会案内」を参照.

。11月 24目 (土) 第 7回教育部会
於 芸能花伝舎 (西新宿)予定

東京メトロ丸の内線「西新亀」駅より

徒歩 8分。

第 86回例会 (平成 19年 11月 )

のお知 らせ

と き 11月 25日 (日 )9150～ 1630

ところ 日本大学芸術学部江古露校舎
「音楽学科 新ホール」
練馬区旭丘2-42-1
西武池袋線「江古諷」駅下車 4分

(池袋より約 20分 )

プログラム

・研究発表

①発声について考える(1)一何が自然で、何が

不自然か ? 川村英司

②チャールズ・アイヴズの歌曲における静と動

の対比について       三垣理英子

③ファルセットの頭声化に のⅣ)一その毒1練方

法としてのメッサ・ディ・ヴォーチェ

渡部東吾

・特Bll講演            花岡千春

。現役声楽家の演奏とお話

ソプラノ瀬山詠子  ビアノ花岡千春

◎必ず事前の申込み (本学会事務局あて)が必

要です。

東京芸大が校舎改装工事のため、今回は上

記会場となります。このホールは校合が改築

され、今年 4月 にオープンしたホールです。

例会当日は、日曜でもあり、来校者に関し

ては事前に氏名の登録が必要です。出席者名

簿に氏名が記載されていない場合、入校する

ことはできませんので、どうぞご注意くださ

い 。

◎申込み締切り日は、11月 17日 (土)です。

浜松世界青少年合唱祭℃7

2節7事θガ θ″ 秘夢 ～σ″ 作〃

5～ 6年に一度開催される世界青少年合唱祭。

世界各国からのグストと国内の合唱団体が奏で

るハーモニーが、音楽の町浜松できわやかに、

そして高らかにこだまします。

。3月 3日 (金)交流コンサー ト (市内4会場 )
。8月 4韓 (土)合唱セミナー

場所 アクトシティ浜松音楽工房ホール

・ 10:00～ 12:30 青少年合唱における地域性

出演 ロシア、ハンガリー、ポーランド、

中饗の各合唱団



司会。通訳・コーデイネー ト  松原千振
,13:15～ 14:30

出演 暁星小学校聖歌隊の練習風景

(公開) 講師 蓮沼勇一
,14:30-16100

講座 合唱における発声と呼吸
講師 米山文明・米山章子

司会 ,進行・企画 浅野武実行委員長 (本
学会会員)・ 玉JII部会長

全席自由 一般 1,000日 学生 500円

○まちかどコンサー ト  (ス磯勲潜)
○歓迎式&ウ ェルカムイベント

(入場無料)

。3月 5日 (日 )メ インコンサー ト

場所 アクトシティ浜松大ホール

開演 10:00～

全席自由 一般 2,圃 円 学生 500円

お問合せ先 053‐ 451‐ 1151

〔会員だより〕

思い出とともに

大西郁子

新緑の美しい季節になりましたが、私はこの

時節勢いづいて生い茂る雑草の中に埋もれても

います。

「千の風になって」を歌い、時の人でもある秋

川雅史さんのお父様は、愛媛県の西条高校の先

生でした。私の学生時代、愛媛大学合唱団の指

揮者で、私の一級下の方でした。本学会の前身

「発声指導法研究会」発足時の理事長をされた

械多又兵衛先生が愛媛大学に特設音楽科を設け

るために来ておられ、私たちは直接ご指導をい

ただきました。私は学生の演奏旅行の際、ヘン

デルのメサイヤの合唱でピアノ伴奏をさせてい

ただいたことがあります。

20年以上も前になりましょうか、発声学会の

rlj会に出席した帰り、城多先生にベッリーニやモ

ーツァル トを教えていただいたこともありました。

秋メ!1雅史さんは父親にそつくりな声です。城多

先生の声にも似ているかな……と思つたりもして

います。

私は秋りII先生の後任として、西条高校に赴任し

ましたが、歌が上手ではなくて困りました。

そんなことを思い出しながら、一筆記してみま

した。秋川先生にl■、発声学会の案内をお送りし

ました。ご子息の雅史さんは入会されるでしょう

か。

◆出 版◆

「美しい声で日本語を話す」 米山文明

6月 新刊。「美しい声」で話し、「きれいな発音」

をするには、どうすればよいか。長年の研究と体

験に基づき、さまざまな事例をあげながら、「声」

のしくみと「日本語」との関係、その可能性を探

る。             平凡社新書 777円

「歌の玉手籍」 宮本昌子

明治・大正・昭和の時代に作られ、歌いつがれ

た董謡、唱歌、叙情歌、歌謡曲を中心に 550曲 を

厳選.歌の時代背景、作詞・作曲者についての説

明も記載。長く歌い続け、伝えていきたい日本の

心の歌集。 文書社 1,500円

「美しい日本語をうたう」     大賀 寛

どうすれば心を伝える日本語による唱法ができ

るのだろうか。日本歌曲の創造とその歴史につい

ての考察、日本語の構造、音韻・アクセント・韻

律・文法等の解説に及びながら、詩の調唱法や歌



唱の実際について、具体的に作品に即して平易

に解き明かした著書。大賀寛先生は、夏季研修

会の講師.      カワイ撻版 1,爾 需

rピアノを弾くということ』   花岡千春

4月 Tll。「いろんな方法論を知つていることは、

絶対に必要なのです。音楽の才能とは、それら

などう組み合わせるかということです」一本書

よリー.数多くの演材 との共演、学生との触

れ合いなどを通して考察をめぐらし、音楽本来

の楽しみ、本質をやさしく語つたエッセイ集。

銅察と叡智の結晶。声楽を志す人にも多くの示

唆を与える本。花岡千春先生は、11月 例会の特

別講演講師。瀬山詠子先生の伴奏者.

アィルムア早卜社 1,600H

◆CD発売◆

官原卓也「日本の歌を歌う」

・II鷲湖周航の歌、真白き富士の嶺、砂山 (ハ

ープ 宮原真弓)荒 城の月 (ピアノ 新井省吾)

平城織、九十九里浜 (ピアノ 古高晋一)l●_

2000日

FJ・羽勝海作品集 (自作・ 農演)

'∞.105.'04.`03の 各 11月 にカザルスホール

にて行われた日本大学芸術学部主催のファカル

ティ・コンサー トのライブ録音。「二つの歌」二

重唱 鐵 演)、「声と琵琶の為の二つの歌」「二つ

の歌」「声と等の為の二つの歌」(初演)を収録.

銀演 :丹羽勝海ω 三垣理英子0松 井FTH子①

住友紀人(D本橋乗子(琵琶)雨官洋子傑 )
攣 蘭 CORD a。。。円

◆演奏会◆

過ぎ行く秋を楽しく

日時 11月 23日 (金・祝口)

会場 津露ホール (千駄ヶ谷駅前)

曲目「棒姫」より “乾杯の歌'

「トスカ」より “星は光りぬ"

「メリー・ ウィドー」より
ま
高なる調べ,ま "

落業松 (小林秀雄)他

出演 青島広志 (司会・ピアノ)加納純子 (S)

山IIl 実 (Tl 小林秀雄 (ピアノ)

主催 :東京津国会 協力 :財盪法人津障塾会
全自由席 ュ000 Fl 学生 (当日残券分)2,∝Ю需

連絡先 03‐釘26‐1439(山田)

〔お知らせ〕

【Q&Alについて。「学会通信」12号まで掲載し

たコラムを次国から【用語の栞1と して設置し、

用語委員会の各分担委員によつて続けたいと考え

ています。分担は「音楽・声楽」「解誕 ,生理J「音

響・物理」の 3分野ですが、分野別に順に掲載で

きればと思案しているところです。

〔事務局より〕

◎学会議 36号、学会通信への投梅をお待ちしてお

ります。演奏会、出版、CD慨作その他近況に

ついても、どうぞ事務局までお寄せください。

また、ホームページに関するご意見、ご要望等

ございましたら「広報委員会」あてにようしく

どうぞ。 事務局長 メ:i上鋳功

学会通信 第 13号     平成 19年 7月 7日

曇本声楽発声学会事務局

〒225‐0∞5習志野市新栄2-9-2 西村暁子方

電 L.層ぶ .047‐ 479‐5701


